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研究成果の概要（和文）：大規模災害被災地への人道支援や復興支援は、災害規模が大きくなるほど、地域を越え、国
を越えたものとなる。そうした支援が被災地の従来の社会関係資本を正しく評価し、それを復旧・復興に活用し、さら
にはその機能と価値を高めることによって、将来の更なる災害に対する脆弱性を克服することに繋がる。しかし、地域
や国を越えての異なる文化や社会構造の理解は容易ではなく、多分野の専門家や住民との協働が求められる。それは、
開発途上国の被災地への支援だけでなく、先進国で発生した災害の被災地支援についても同様であることが、2011年3
月発生の東日本大震災で示された。平穏時から、対話と協働に基づく活動と研究が重要である。

研究成果の概要（英文）：As the scale of natural disaster becomes larger, the humanitarian assistance and r
econstruction support tend to be extended crossing over the borders of regions and countries.  Those who e
xtend their support to another culture with different social structure need to correctly evaluate the soci
al capitals and values, and then make use of them in the reconstruction process.  The understanding of loc
al knowledge and value will contribute to reduce vulnerability and to enhance resilience of a society.
  To achieve success in building a less vulnerable and more resilient society, collaboration of many secto
rs; academics from various disciplines, residents, governments, NGO/NPO etc. are indispensable not only in
 developing countries but also developed countries. Lessons learnt through our experiences in the Great Ea
st Japan Earthquake in 2011 should also be transferred in the future activities of overseas assistance. 
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１．研究開始当初の背景 
特定地域社会の脆弱性評価とその対策に
ついては、地震や集中豪雨などの自然現象、
災害に至る自然環境条件、そして住宅・交通
通信網・都市構造などの物理的環境の評価が
なされる程度で、文化や社会構造が構築され
てきた歴史への視点や、脆弱性が社会的・文
化的に構成されるものとの認識を多くの研
究は欠いていた。 
(1)日本においては、「災害弱者」概念の普及
とその実態への研究者コミュニティや災害
対応にあたる実務者による関心が高まる一
方で、社会の底辺もしくは周縁に置かれたグ
ループの脆弱性がローカルおよびグローバ
ルな社会の関係性の結果との認識に基づい
た対応策の検討には至っていない。 
(2)被災地の脆弱性がもつ固有性への理解が
不十分なため、効果的な防災・減災策を復興
計画に組み込むことに失敗しているケース
が少なくない。 
(3)復旧・復興では社会秩序の回復、経済や
行政機能の再建、インフラ回復などが優先さ
れ、次の災害への対応策が十分に図られない
ばかりか、復興策自体が社会格差を生じさせ、
その結果として、特定の人びとの災害に対す
る脆弱性を高めてしまう事態も起きている。 
 
２．研究の目的 
大規模自然災害による自然及び社会環境
の変化を、被災地での現地調査に基づき、そ
の地域社会が被災をいかに受け止め、その社
会の持つ脆弱性をどう評価し、その克服に向
けてどのような取り組みをしているのかの
実態を明らかとする。 
 
３．研究の方法 
文化・社会人類学者が、それぞれの調査地
において人びとの実生活の中での視座を捉
え、災害の影響と、災害に対する脆弱性なら
びに防災・減災への取り組みに焦点を当てた
エスノグラフィー調査を実施した。防災学者
は、人類学者と協力して現地調査を実施する
ことで、復興計画の策定作業と実施状況、さ
らには災害脆弱性克服のために、行政・住
民・外部からの支援組織等が実施する活動に
ついて、時間の経過に沿って明らかとした。 
具体的には、すでに 10 年が経過している
1998 年に発生したパプアニューギニアのア
イタペ津波被災地コミュニティの移転と民
族集団の関係について、そして 2001 年発生
のインド西部地震被災地における地場産業
の再建とコミュニティの移転について調査
した。また、2004 年 12 月発生のインド洋地
震津波の被災地（インドネシアのスマトラ島、
インド南東部、スリランカ南部、タイ沿岸部）
の復興および防災対策に関する調査では、文
化・社会人類学者と工学をバックグランドと
する防災学者が協力し調査をおこない、エス
ノグラフィーの方法論的有効性についての
検証もおこなった。 

2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生し
たことで、本務の関係上、国内の被災地での
調査と支援活動に多くの時間を割かなけれ
ばならないメンバーもおり、彼らは、自然災
害への対応力が高いと評価される日本の状
況と、開発途上国の状況を比較研究の視点か
ら、類似性と相違性の背景についても調査し
た。 
 
４．研究成果 
(1)津波により甚大な被害を受けた漁村の持
つ災害からの自己快癒力（リジレエンシー）
は、親族や姻族それに近隣関係といった社会
関係資本のネットワークや、それらと密接に
結びついて精神世界に深く埋め込まれてい
る信仰によって支えられていることを確認
した。 
(2)しかし開発途上国の被災地の多くでは、
緊急人道支援や、その後のさまざまな分野に
おける復興支援の在り方次第で、そうした相
互扶助的なネットワーク機能が阻害される
ばかりか、社会関係そのものを断絶させてし
まう事態も発生する。すなわち、自然災害の
影響は、ハザートによって直接もたらされる
ものだけでなく、仕事や住宅などの支援が不
平等・不適切に行われることで発生する場合
もあり、結果的に被災社会の一部では、次の
災害に対する脆弱性がより高められてしま
うことも明らかとなった。 
(3)支援する側の当該社会とその文化への理
解が重要となるわけだが、そのための被災地
の文化・社会に精通した研究者の協力が、常
に確保できるわけではない。対策としては、
人選に際して有効な評価基準を過去の事例
から作成すること、また、支援活動をモニタ
リングする人材を確保し、支援策とその効果
の評価だけでなく、支援の影響を多方面に渡
って、しかも可能ならば長期的に調査する仕
組みが必要となる。 
(4)災害を経験した人びとにとっては、その
経験に裏打ちされた「科学」への信頼度は急
激に増し、次の災害に備えて、より安全な場
所への移住や建物の耐震補強などの選択行
動を起こす。しかしながら、具体的な対策を
講じようとする際に、情報や資金の獲得の困
難さに加えて、踏まなければならない煩雑な
手続や社会関係によって、当初の計画の達成
には至らずに妥協点を見つける結果が往々
にして生じる。それは、2011 年 3月に発生し
た東日本大震災で被災した東北太平洋沿岸
のコミュニティにおいても同じであり、過去
に多くの津波災害を経験した三陸海岸では
繰り返されてきたことも明らかとなった。 
(5)災害研究においてもエスノグラフィー調
査の有効性は、防災研究者のみならず行政職
員や NPO・NGO といった組織のメンバーにも
次第に認識されては来ているものの、実際に
は短時間に情報を当事者からインタビュー
を用いて直接的に採取して終わるものが少
なくない。文化・社会人類学での参与観察と



いう長期にわたるフィールドワークは、災害
研究とりわけ被災地が復興過程にあり、被災
者の生活再建や地域社会の再生が急務の状
況下では限界はあるものの、方法論上の検討
は今後も発展させる必要がある。 
(6)本プロジェクトは、専門とする調査地を
持つ文化・社会人類学者と理工学をバックグ
ランドに持つ防災学者との共同によるもの
であり、上記のような課題の認識は、その研
究成果の一つとして今後は具体的な地域で
の長期の共同調査という形で検討を進める
べきものと考える。すでに、東日本大震災の
東北被災地では、人類学も含めた複数の分野
の専門家や住民も参加しての災害検証や地
域の復興のための活動も始まっている。その
成果は、今後の海外での被災地支援や防災対
策にも生かされると考える。 
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